
令和7年(皇紀2685年) 3月１日(毎月１日)発行 し ら か ば (676)1

先
日
、
〝
森
の
中
の
オ
フ
ィ

ス
〟
の
職
員
の
方
がFacebook

で
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
『
鹿
の

国
』
と
い
う
映
画
を
観
て
き
ま

し
た
。
こ
の
映
画
は
諏
訪
大
社

を
題
材
に
し
た
映
画
で
す
。
諏

訪
大
社
は
上
社
の
本
宮
と
前
宮
、

下
社
の
春
宮
と
秋
宮
の
四
つ
の

神
社
か
ら
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
神
社
で
も
御
柱
祭
が
行
わ
れ
、

御
柱
祭
以
外
に
も
年
間
何
百
と

い
う
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
映
画
で
は
前
宮
で
行
わ

れ
て
い
る
御
頭
祭
（
お
ん
と
う

さ
い
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
前

宮
は
私
の
住
ま
い
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
時
々
参
拝
し
て
い
た

神
社
で
し
た
の
で
大
変
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
御
頭
祭
は
江
戸

時
代
中
頃
ま
で
は
な
ん
と
七
十

五
頭
の
鹿
の
生
首
を
ま
な
板
に

の
せ
て
生
き
神
様
の
大
祝
（
お

お
ほ
う
り
）
に
御
供
え
し
五
穀

豊
穣
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
さ

す
が
に
江
戸
中
期
以
降
は
鹿
の

生
首
か
ら
剥
製
に
代
わ
り
、
現

在
は
生
き
神
様
の
大
祝
で
は
な

く
上
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
御
霊

代
に
鹿
の
剥
製
と
冷
凍
し
た
鹿

肉
、
山
の
幸
、
海
の
幸
、
野
菜

等
を
お
供
え
し
て
御
祭
り
は
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
神
社
で
は
お
米

を
お
供
え
す
る
の
が
普
通
で
す
。

教
区
機
関
紙
『
し
ら
か
ば
』
二

月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
お

正
月
の
由
来
は
年
神
様
を
お
迎

え
す
る
神
事
が
始
ま
り
で
、
年

神
の
「
と
し
」
は
「
登
志
」
か

ら
き
て
い
て
稲
穂
を
指
し
ま
す

の
で
農
業
の
神
様
の
こ
と
だ
と

書
き
ま
し
た
。
農
業
の
神
様
に

お
米
を
お
供
え
し
ま
す
。
し
か

し
、
諏
訪
の
神
様
に
は
鹿
を
お

供
え
す
る
こ
と
か
ら
、
お
米
が

伝
来
す
る
以
前
の
狩
猟
採
取
時

代
か
ら
連
綿
と
信
仰
さ
れ
続
け

て
い
た
神
様
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。

ま
た
、
映
画
で
は
御
頭
祭
を

た
だ
残
酷
な
行
事
と
捉
え
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鎌
倉

時
代
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

「
御
室
神
事
（
み
む
ろ
し
ん
じ
）
」

と
い
う
御
祭
を
、
古
文
書
を
参

考
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
縄
文

時
代
の
縦
穴
式
住
居
の
よ
う
な

小
屋
（
御
室
）
に
少
年
が
真
冬

の
三
カ
月
間
籠
も
り
ま
す
。
そ

の
少
年
に
ミ
シ
ャ
グ
ジ
神
が
天

降
る
と
さ
れ
、
少
年
は
生
き
神

様
の
大
祝
と
な
り
ま
す
。
ミ
シ
ャ

グ
ジ
は
地
域
や
人
に
よ
っ
て
呼

び
方
が
異
な
り
ま
す
。
「
ミ
サ

グ
ジ
」
「
ミ
サ
ク
ジ
」
「
ミ
シ
ャ

ノ
グ
ウ
ジ
」
な
ど
な
ど
。
そ
の

呼
び
名
の
一
部
の
「
サ
グ
」

「
サ
ク
」
と
は
鹿
の
赤
ち
ゃ
ん

を
指
す
言
葉
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
御
頭
祭
は
五
穀

豊
穣
を
祈
る
だ
け
で
は
な
く
、

新
し
い
命
の
誕
生
を
も
祈
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
ミ
シ
ャ
グ
ジ
信
仰

と
は
神
霊
・
精
霊
が
宿
る
石
や

樹
木
、
生
き
物
な
ど
を
祀
る
自

然
そ
の
も
の
を
礼
拝
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
万
物
を
神

の
生
命
、
仏
の
生
命
と
拝
み
、

共
に
生
か
さ
せ
て
頂
く
と
い
う

生
長
の
家
の
生
き
方
と
相
通
ず

る
モ
ノ
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に

諏
訪
大
社
は
太
古
か
ら
続
く
ミ

シ
ャ
グ
ジ
信
仰
（
精
霊
信
仰
）

に
神
道
の
影
響
を
受
け
、
平
安

時
代
以
降
に
は
日
本
に
伝
来
し

た
仏
教
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら

に
は
山
岳
信
仰
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
御
祭
や
伝
統
と
し
て
現

代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

諏
訪
信
仰
の
真
理
や
真
髄
は
言

語
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
断

定
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
他
の
宗

教
を
否
定
し
な
い
生
長
の
家
の

教
え
と
や
は
り
共
通
す
る
モ
ノ

を
感
じ
ま
す
。

現
在
、
生
長
の
家
で
は
「
〝

新
し
い
文
明
〟
の
基
礎
を
作
る
」

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
〝
新
し

い
文
明
〟
に
取
り
組
む
と
い
う

と
難
し
く
考
え
が
ち
で
す
が
、

諏
訪
大
社
の
歴
史
の
よ
う
に
、

ご
先
祖
様
の
生
き
方
を
振
り
返

り
、
参
考
に
し
て
生
活
の
中
で

実
践
し
て
み
る
運
動
と
捉
え
る

と
何
だ
か
親
し
み
を
感
じ
ま
せ

ん
か
？
報
恩
感
謝
で
先
祖
供
養

を
す
る
よ
う
に
ご
先
祖
様
に
思

い
を
寄
せ
、
運
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
ょ
う
。
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合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
、
県
内
に
お
い
て
悲
惨

な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
何
か

世
相
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

世
界
に
目
を
向
け
て
も
自
国

フ
ァ
ー
ス
ト
の
指
導
者
が
目
に

付
き
ま
す
。
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ

て
も
、
私
達
は
「
生
長
の
家
」

の
御
教
え
に
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
悪
い
こ

と
が
起
き
て
も
、
そ
れ
は
「
現

象
」
と
し
て
表
れ
て
お
り
、

「
実
相
に
於
い
て
は
、
全
て
が

完
全
円
満
で
あ
り
、
〝
悪
は
無

い
〟
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
実
相
」
の
完
全
円
満
が
、

こ
の
「
現
象
」
（
現
実
世
界
）

に
反
映
さ
れ
て
、
皆
が
笑
顔
に

な
り
健
康
で
嬉
し
く
、
楽
し
く
、

「
今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

ま
た
天
地
一
切
の
も
の
（
ひ
と
、

も
の
、
こ
と
、
自
然
界
全
て
）

に
報
恩
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、

助
け
合
い
、
補
い
合
っ
て
〝
真

の
平
和
〟
の
世
界
実
現
を
祈
ら

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
私
事
で
す
が
、
三
月
十

五
日
を
も
っ
て
、
七
十
五
歳
と

な
り
ま
す
。
余
生
が
ど
れ
程
か
、

「
神
の
み
ぞ
知
る
」
と
こ
ろ
で

す
が
、
ま
だ
私
的
に
も
色
々
の

面
倒
で
済
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
柄
が
多
々
、
有
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
生
長
の
家
」

の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
何
か
世
の
た
め
人

の
た
め
に
な
れ
て
行
け
た
ら
と

思
う
今
日
、
こ
の
頃
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
十
年
前
、
長
女
は
パ
リ
の

音
楽
大
学
へ
留
学
し
ま
し
た
。

パ
リ
に
着
い
て
一
週
間
後
、
ひ
っ

た
く
り
に
合
い
大
切
な
物
全
て

を
失
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
落

ち
込
ん
で
ホ
テ
ル
に
入
る
と
、

そ
こ
の
支
配
人
や
お
客
様
に
助

け
ら
れ
、
お
客
様
の
中
の
ア
パ
ー

ト
経
営
の
か
た
が
一
室
家
賃
を

一
ヶ
月
無
料
に
し
て
貸
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
数
日
後
に
は
学

校
か
ら
「
カ
バ
ン
を
拾
っ
た
と

届
け
ら
れ
た
の
で
確
認
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
連
絡
が
入
り
、

少
々
の
現
金
が
盗
ら
れ
た
だ
け

で
、
全
て
残
っ
て
い
ま
し
た
。

半
年
後
体
調
不
良
で
歌
え
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
音
大
の
先

生
が
パ
リ
大
学
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
）

の
音
楽
科
を
推
選
し
て
下
さ
り
、

そ
の
ま
ま
無
試
験
で
入
学
し
て

四
年
間
の
学
費
は
無
料
で
し
た
。

親
元
か
ら
飛
び
立
っ
た
長
女

は
「
私
は
運
が
い
い
」
と
言
う

よ
う
に
な
り
、
当
時
の
鈴
木
敬

市
教
化
部
長
に
調
べ
て
頂
き
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
担
当
の
城
講
師
の

誌
友
会
に
何
回
か
参
加
し
、
更

に
何
か
を
吸
収
し
て
い
き
ま
し

た
。異

国
の
地
で
出
会
っ
た
人
達

と
、
楽
し
く
実
の
あ
る
留
学
生

活
は
、
今
も
海
外
で
暮
ら
す
長

女
の
生
活
に
大
き
く
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

白鳩会

「
私
は
運
が
良
い
」

浅
間
安
曇
野
地
区
連

平
島
か
づ
枝

相愛会

近
況
雑
感相

愛
会
顧
問

小
澤

俊
治

２
０
２
５
年
運
動
方
針

運
動
方
針
徹
底
の
為
の
合
同
会
議

と

き

３
月
23
日(

日
）
10
時
～

と
こ
ろ

長
野
県
教
化
部

教
化
部
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
も
配
信
し
ま
す
。

対
象
者

各
組
織
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

相
愛
会
・
白
鳩
会
・
講
師
会
・
青
年
会

栄
え
る
会
・
生
教
会
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「
能
登
半
島
大
地
震
、
全
国

猛
暑
に
苦
し
み
各
地
豪
雨
災
害

が
相
次
い
だ
り
機
能
性
表
示
食

品
に
よ
る
健
康
被
害
や
、
闇
バ

イ
ト
に
応
じ
た
若
者
が
強
盗
や

殺
人
を
さ
せ
ら
れ
る
事
件
な
ど

諸
々
、
絶
え
ま
せ
ん
。
海
外
で

は
紛
争
が
続
く
な
ど
な
ど
、
今

回
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
条
約
案
が

最
終
会
合
で
ま
と
ま
ら
ず
令
和

六
年
十
二
月
二
日
に
先
送
り
。

そ
れ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
ご

み
と
な
っ
て
流
れ
る
量
が
ふ
え

続
け
て
い
ま
す
。
地
中
や
川
、

海
だ
け
で
な
く
、
大
気
中
に
も

極
め
て
小
さ
く
く
だ
け
た
プ
ラ

ゴ
ミ
が
有
害
物
を
伴
っ
て
漂
う

昨
今
、
こ
れ
ら
は
生
態
系
を
壊

し
、
人
体
に
蓄
積
さ
れ
、
世
代

を
超
え
て
害
を
及
ぼ
す
懸
念
が

指
摘
さ
れ
、
今
、
世
界
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
生
産
か
ら
取
り
組

む
時
だ
」
と
新
聞
に
あ
り
ま
し

た
。人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

い
つ
も
掃
除
心
（
は
ら
う
こ
こ

ろ
）
を
大
切
に
、
こ
と
ば
で
自

分
を
掃
除
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地方講師研修会〔ネットフォーラム〕

３月２９日（土） 13時半～15時半

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

会 場 北信

護
持
会
員

青
木
島

小
泉
す
み
江

青
木
島

小
泉

貴
之

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る
聖
使
命
会
員
に
！

聖
使
命
会
入
会･

昇
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご指導 野沢貴広教化部長

講師会

ふ
と
思
う
こ
と地

方
講
師

岡
沢

和
子

３
月
11
日
（
火
）

10
時
～
11
時
５
分
頃

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
映
像
・
音
声
を
視
聴
し
ま
す
。

総
裁
・
谷
口
雅
宜
先
生
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。

御
祭
の
中
で
『
大
自
然
讃
歌
』
の
一
斉
読
誦
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
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★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た
に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の
家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

春
季
慰
霊
祭
・
先
祖
供
養
祭

持
ち
物
：
聖
経
『
甘
露
の
法
雨
』
『
天
使
の
言
葉
』

☆
霊
牌
は
２
月
28
日
迄
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

聖
使
命
会
に
入
会
さ
れ
る
と
き
に

は
、
あ
な
た
ご
自
身
で
氏
名
を
書
か

れ
た｢

誠
魂
録｣

を
提
出
し
て
頂
き
ま

す
。こ

の｢

誠
魂
録｣

は
、
長
崎
県
に
あ

る
生
長
の
家
総
本
山
の
龍
宮
住
吉
本

宮
内
に
、
永
久
に
奉
安
さ
れ
、
祭
祀

さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
あ
な
た
は
、
常
に
神
様

の
祝
福
に
包
ま
れ
、
し
か
も
、
生
長

の
家
総
本
山
に
集
ま
っ
た
信
徒
は
も

と
よ
り
、
全
世
界
の
信
徒
が
毎
日
、

各
地
で
お
祈
り
を
し
、
聖
経
『
甘
露

の
法
雨
』
と
『
聖
使
命
菩
薩
讃
偈
』

を
読
誦
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
を｢

聖

使
命
菩
薩｣

と
し
て
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
は
、
常
に
神
の
祝
福
と
と
も

に
世
界
中
の
人
々
の
清
い
愛
念
を
も

同
時
に
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

祝
福
を
受
け
る
聖
使
命
会
員

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命
の

報
告
書
・
集
計
表
は
毎
月

15
日
迄
に
ご
提
出
を

３
月
15
日
（
土
）

10
時
半
～
12
時

午
後
は
、
教
化
部
献
労
が
あ
り
ま
す
。
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スマートフォンから入れます。
神想観 聖経読誦

１日(土) 小松 智子 太田喜榮子
２日(日) 塚原 好男 小松 一教
８日(土) 小泉 房子 鈴木 厚子
９日(日) 手塚 千治 大和 光男

１５日(土) 教化部長 小椋 博子
１６日(日) 栗林 邦子 北原かおり
２２日(土) 小松 一教 手塚香おる
２３日(日) 大和 光男 小口 壽子
２９日(土) 教化部長 斉藤 洋子
３０日(日) 鈴木 厚子 山下 俊幸

※開催時間は６時からです
ラインで配信しています。参加希望の方は
教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『万物調和六章経』
『観世音菩薩讃歌』

野菜ｼﾞｭｰｽ 1 箱 西 信枝
リンゴ 1 篭 塚原 好男
お菓子 1 箱 小澤 俊治
おやき 20 個 塚原 春奈
お菓子 1 箱 猪俣知恵子

（敬称略）
１月先祖供養祭 奉納金

豊田 弘美 小澤 俊治
斉藤 洋子 折橋 政市
丸山 仁子 小松 智子

（敬称略）
２月先祖供養祭 奉納金

手塚香おる 手塚 千治
鈴木 厚子 石井希世子
丸山 仁子 小澤 俊治
折橋 政市 本山 茂子
平谷美佐子 小松 智子

（敬称略）

奉 納 御 礼

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 日

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日土金 木 水 火 月 日 土 曜

10
時

生
命
学
園

13
時
半

普
及
誌
輪
読
Ｎ
Ｆ

13
時
半(

講)

研
修
会

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

休
館
日

10
時

運
動
方
針
徹
底
の
為
の
会
議

(

栄)

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

【
春
分
の
日
】

休
館
日

15
時

派
遣
委
員
会

13
時(

白)

正
副
会
議

10
時
半

春
季
慰
霊
祭･

先
祖
供
養
祭

13
時

教
化
部
献
労

19
時(

相)

顧
問
会
議

休
館
日

13
時
半(

講)

拡
大
推
進
会
議

10
時

神･

自
然･

人
間
大
調
和
祭
〔
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〕

10
時
 

職
員
会
議

13
時
半

六
者
会
議

13
時
半

オ
ー
プ
ン
食
堂
企
画
会
議

休
館
日

13
時

青
少
年
育
成
会
議

16
時(

栄)

役
員
会

10
時(

白)

地
区
対
会
議

13
時
半

聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭

10
時

生
長
の
家
総
裁
法
燈
継
承
記
念
式
典

参
列

３

月

行

事

予

定

◇
二
月
十
一
日
、
十
六
名
が
参

加
し
て
教
化
部
で
令
和
七
年
・

皇
紀
二
六
八
五
年
の
「
建
国
記

念
の
日
祝
賀
式
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
国
家
斉
唱
・
聖
歌
合

唱
、
神
宮
遙
拝
と
続
き
、
栗
林

生
教
会
長
に
よ
る
日
本
書
紀
神

典
奉
読
・
小
松
白
鳩
会
連
合
会

長
の
祝
辞
、
教
化
部
長
の
ご
挨

拶
、
紀
元
節
奉
祝
歌
、
塚
原
相

愛
会
顧
問
の
万
歳
三
唱
で
終
了

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
早
春
賦

を
斉
唱
後
教
化
部
長
の
記
念
講

話
で
終
了
し
ま
し
た
。
祝
賀
式

で
は
濵
洋
子
講
師
に
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
国
記
念
記
念
式
典


